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C O N T E N T S

　

敬
服
す
る
故
網
野
善

彦
氏
の
「
日
本
の
歴
史

を
よ
み
な
お
す
」（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）
を
見

字
通
り
読
み
直
し
て
い

た
ら
、
次
の
よ
う
な
個
所
が
目
に
留
ま
っ
た
。

　

「
縄
文
時
代
の
平
均
余
命
は
17
歳
と
い
わ
れ

て
お
り
、
大
変
に
苛
烈
な
状
態
に
人
び
と
は
お

か
れ
て
い
た
（
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
も
同

様
）。
縄
文
人
の
骨
の
中
に
、
明
ら
か
に
身
体

障
害
者
と
見
ら
れ
る
人
の
骨
、
た
と
え
ば
兎み

つ
く
ち唇

と
か
、
足
の
障
害
の
あ
る
人
の
骨
と
か
が
、
残

っ
て
い
た
。
人
間
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
自
体

非
常
に
大
変
な
時
期
で
あ
り
、
人
間
そ
の
も
の

が
非
常
に
大
切
だ
っ
た
の
で
、
そ
う
し
た
差
別

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
」
─
─

　

弥
生
時
代
以
降
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
建
前

で
見
る
限
り
、
共
同
体
で
は
、
人
々
を
熱
心
に

法
制
度
に
取
り
込
む
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

　

一
般
に
中
世
で
は
貧
富
、
男
女
、
職
種
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
差
別
、
格
差
が
な
く
平
等
で

あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
中
世
史
研
究
で
は
周
知

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
封
建
体
制
に
移
行
す

る
と
、
階
級
、
権
力
の
健
在
化
と
と
も
に
、
差

別
や
格
差
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

　

翻
っ
て
現
在
の
日
本
で
は
、
史
上
空
前
の
大

型
景
気
到
来
の
渦
中
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
時

の
宰
相
の
格
差
問
題
発
言
を
め
ぐ
り
、
疑
義
も

上
が
り
、
関
心
を
高
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
現

代
の
格
差
論
は
身
体
的
障
害
と
の
格
差
で
は
な

く
、
健
常
で
正
規
収
入
を
上
げ
る
人
間
と
、
そ

れ
以
外
の
人
間
と
の
間
の
格
差
で
あ
る
。

　

史
上
初
め
て
経
験
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
と

い
う
の
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
こ
と
自
体
が

大
変
な
時
期
、
人
間
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
思
考
転
換
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
中
世
と
似
た
状
況
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
人
間
を
大
切
に
し
な
い
と

国
家
体
制
は
維
持
で
き
な
い
。
こ
れ
が
歴
史
か

ら
学
ん
だ
教
訓
で
あ
る
。

　

共
稼
ぎ
世
帯
が
過
半
数
を
超
え
た
現
在
、
女

性
に
は
、
子
供
を
産
み
、
就
業
継
続
が
で
き
る

社
会
環
境
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。
他
方
、
高

齢
者
に
は
能
力
に
応
じ
た
社
会
参
加
の
場
が
準

備
さ
れ
る
こ
と
。
若
者
に
は
、
ニ
ー
ト
、
フ
リ

ー
タ
ー
が
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
決
意
で
、
国
家
が
人
生
設
計

へ
の
手
助
け
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
実
行
に
当
た
り
、
宰
相
が
断
固
と

し
た
決
意
を
も
っ
て
、
国
家
存
続
の
た
め
の
施

策
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

「
格
差
社
会
」の
今
昔お茶

の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子
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